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多変量解析に よ る現代女子学生 の 価値観調査




　時の始 ま りが い つ か は知 らな い 。 しか し時間 とい う もの が ， 宇宙創世期 に発生 した とす るな
ら ば ， そ の 時刻 こ そ時間の原点で あ り ， そ の 時点を期 に 時間が 流れ 始め た 。 時間の 流れ に伴 い
エ ン トロ ピ
ー
の 増大す る方向 ， す な わ ち 自然界 は 多様化 し複雑化す る よ うにその姿 を変 えて ゆ
く。 こ れが自然の 成 り行 きで あろ う。 そ のため か 現代社会の 構造も時間の経過 に つ れ ， 多様化
・
複雑化の 道 をた ど っ て い る 。 同時 に社会構造 に内存する種 々 の 因果関係が単純に見 い 出せ な く
な り，多種 多様の 因子 が ， 複雑な関係の 下に 結合 し表面化 してゆ く。 また 自然の 流れ と し て考
え られ る多様化の 現象は ， 近年の 高度情報化に よ り複雑化 し た社会 を最大の 環境 として生 きて
い る現代人に ， その 影響力 を及ぼ さな い はずが ない 。 人 間はそ の 者が存在す る環境 に ， また そ
の 環境は そ こ に 息づ く者の お 互 い に干渉 しあ い 同化 して い る の が 現代社会で ある 。 そのた め か ，
人 間が複雑 に絡 みあ う社会 に お い て ， 生 ま れ な が ら に して 持つ 個人差 （例 えば，性格
・体格 ・
能力）が ， さ ら に 著 し い差異 を呈する ように な る 。 さ らには ， 行動様式 も異な っ た もの とな り，
評価基準 も個体数に 比 例 し多元的な も の へ と変猊する 。 したが っ て ， こ の よ うな時代に生 き る
者は ， 精神的に ， 行動様式に 少なか ら ぬ 影響 を ， 外界 や そ の 属性よ り受 ける こ と とな る 。
　今回の 報告で は ， 夙川 学院短期大学生の結婚観 に 関する調査を もと に し て ， 彼女 らが学ぶ 環
境が 異な る こ と に よ る精神的差異 ， 結婚観に 関す る主要因子 ， 副次因子 な どを考えて み る 。 特
に生涯の 内で の 3大重要要素 （進学 。就職 ・ 結婚）が短期間に集中する 18歳前後の短大生 に と
り， 時代の複雑 さや ，環境の 多様化の 影響が ， 顕著に 認 め られ れ ば興味深 い と こ ろで あ る 。 同
時に 専攻別に 特徴的な主要因子 を見 い 出 した の で 報告する 。
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§2 ， 調査方法
　ア ン ケ ー ト調査 は ， 結婚観を通 して の女子 大生の価値観 を調 べ るた め に ， 昭和58年 4 月に夙
川学院短期大学 に 入学し た 学生を 対象に行 な っ た 。 調査 は ， 家政学科
・児童教育学科 ・美術科 ・
英文学科に つ い て 行な っ た 。 調査結果 は ， 各学科の 専攻別に分類 をし処理 を行 な っ た 。 今回の
報告は ， 家政学科に お い て ， 専攻の 違 い に よる女子大生の結婚観の 差異 を解析 して みた 。 ア ン
ケ
ー
ト回収数及 び有効 ア ン ケ
ー
ト数は ， 表
一 1 に示 して ある 。
表 1　 専攻別の ア ンケー トの回収数及び有効 ア ンケー ト数
回収数　 　（％） 有効率　 　（％）
家　　政 86　　 （96） 83　　 （93＞
服 　　飾 59　　 （69） 59　　 （69）
食　　物 93　 　 （98＞ 73　　 （77）




・結婚観 に 関 して 次 の 3 種類に分 け た 。 回答者の 外的要素を見
い 出す質問 ：（A − 1 ）， 内的要素 を見い 出す質問
る。
※　ア ン ケ ー ト見本は最後の ペ
ージ
：（B ）， 外的基準 （属性）を調 べ る質問で あ
§3．解析方法
　ア ン ケー ト調査の結果 を， 数量化理論第 2類・3類 に よ り分析 を行な う 。 （多変量解析の 詳 し
い 数学的説明 は ， 次回行な う こ と に す る 。 ） 多 くの諸現象は ， い くつ もの現象の複合体 として そ
の 特性 を示 して い る 。 その た め ， 複雑化 しすぎた社会現象や人間行動 の特性の 分析を行な う時
に
， もは や経験的直感 で は解釈しえ な くな る場合が 生 じて くる。また複数個の質的変量 （例 え
ば ， 性格 ・思考 ・感情 な ど）を持つ い くつ か の個体の 集合を ， あ る特徴で記述
・表現 した い 時
に ， 質的デ
ー
タ として把握 して ある 各変量 を ， 量 的 デ
ータ とす る必要が あ る （数量化）。そ の
際 ， 線形代数 と統計的方法が 必要とな り， 多変量解析が有効 となる 。 多変量解析 に お い て は ，
質的 ・ 量的デ
ータを単な る
一元的実体 と して で はな く， 複次元 の量 と して特徴づ け られ る多元
的な量 となる よ うに ， ある数学的手法 を操作す る 。 そ して 得 られ た 多くの 変量間の 相互関係 を
分析し ， 変量の 重み づ け をして統合化を図 り， か つ 量的表示可能な合成得点に よ り多元 的に位
置づ けが 行な え る 。
　一般に ， 多変量解析 は そ の 性格上 数多くの 質的 ・ 量的デ
ータ を処理 す るた め ， 大容量の 計算
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 黒 田 ・大鹿 ：多変量 解析 に よ る現代女子学生 の 価値観調査
機が必要とな る 。 しか しデ
ータ数が小規模の場合 ， また結果 の 吟味 を迅速に行な い た い 時や ，
結果 を簡単 にグラ フ化 した い 時などに は，小型計算機 （パ
ー
ソナ ル コ ン ピ ュ
ーター） も有効 な
手段 とな る 。 そ こ で 今回の報告で は ， パ ーソナ ル コ ン ピ ュ
ー
タ
ーで 稼動する多変量解析の プ ロ
グ ラム を作製し処理 を行な っ た 。 作製 した プ ロ グラ ム は ， MS ・DOS 仕様 で 数量 化 1〜 4類の 処
理 用 を含め解析プ ロ グラ ム 14種 ・ 結果表示用 5種で あ る 。
　特 に今回解析に 使用 した数量化 2類 ・3類に つ い て説明を加 え る 。 こ の 解析法 は ， データが
と も に質的デ
ー
タであ る時の分析法で あ り，数量化 2類 とは ， 外的基 準 （測定対象の持つ ある
特別 な性格）が 分類で 与 え ら れ て い る 時に 用 い る もの で ， 各個体が群 に 分け られ る際に そ の 要
因を知 る こ とが で きる 。 また新た に得 られ た個体が どの群 に属す るか を判別す る時 に有効で あ
る 。 （判別分析）数量化 3類 は ， 外的基準の ない 時 に使用す る も の で ， 群 を特徴づ ける因子 を数
個の 主要因子 と して抽出する もの で ある 。
§4 ． 解析方法
解析 は，次 に示 す順序で行 な っ た 。
　　  ：単純集計
　　  ：質問（C）に よ り外的基準を決定す るため ， 質問 （A
− 2 ）を数量化 2 類で 処理 。
　　  ：  で決定され た外 的基準 を用い て （A
− 1 ）， （A − 2）， （B）の 質問を数量化 3類で 解
　　　　析し ， 主因子 を専攻別に 抽出。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 数量化 2 類
　単純集計後 に解析  に よ り外的基準を調 べ 表
一 2 の 結果を得た 。 表一 2 に 示 して ある数値は ，
各アイ テム が それ ぞれ の専攻科 をそ の ア イテ ム に よ り分類す る時の判別率で ある 。 判別率が 高
い ほ ど，分類 に 適 した ア イテ ム と言え る。表
一 2 に 示 され て い な い 3 つ の ア イテ ム に つ い て は ，
今 回の 質問の 内容か ら考え て 解析は 行な わな か っ た 。
表 2　外的基準に よる各ア イテ ム の判別率 （％）
…数量化 2類
C −2 C −3 C −4
家　　政 56．3 58．4 86 ．4
服　　飾 54．2 70．2 85，9
食　 物 60．1 63．6 79 ．8
C −2 ：あなた が 進学 して い る の は 自宅 で す か 。 それ と も下 宿 で す か。
C −3 ：ア ル バ イ トの 経験 は 有 り ます か 。
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　数量化 2類 に よ る分析結果 よ り外的基準 を
　　（1） 現在 ， 交際し て い る 男性が い な い 。
　　  　現在 ， 交際 して い る男性が い る 。
を選択す る 。 また質問  に関す る回答 は，短大 1回生 とい うこ とで ，家政 ・服飾 ・食物栄養専
攻にお い て 6質問中Yes と考 えた割合 が全体 で 3．2％ ， 2．8％ ， 4．6％ と非常に 低い た め
解析の対 象か ら除 くこ とに した 。 したが っ て今回の 報告は ， 家政学科 3専攻の学生を対象 とし ，
外的基準を 「交際相手の 有無 」と した場合 の 結婚観
・価値観 に対する 内的及び外的要素の差異
を専攻別に抽出す る こ とに な る 。 解析  を行 なう前 に ア ン ケ
ー ト中で カ テ ゴ リー （質問に対 す









　ア ン ケー ト結果 よ り，各 カ テ ゴ リーの 外的 ・内的要素の 単純平均を ， 外的基 準別に 出力して
み る と
， 単純平均 に よ り専攻別及 び 外 的 基準 の 有無 に 関 し て ， 学生 の 持 つ 特質 を 予測 す る こ と
が で き る 。 （表
一 5 ， 表一 6） 表中 ， 「交際 あり」と回答 を示 した場合Yes ， 「交際な し」をNo と
示 して ある 。 また0 内数値 は ， ％表示 した も の で ある。こ の 単純平均 の 結果 よ り，外的要素で
重 要視す る もの を調 べ る と ， 専攻及 び外的基準 を問わず ， 第
一主要因子 は人柄 ， 第二 因子 は愛
情 と い うこ と に な る 。 た だ し食物栄養専攻 に 関し て は ， 健康が 第二 因子 とな っ て い る 。 第 3因
子 か ら ， 専攻別 ， 外的基準別 に 特色が認 め られ ， 家政が健康 ， 服飾 は収入 ， 食物栄養が外的基
準Yes が愛情 ，　 No が健康 とな っ て い る 。 手 に職 をつ けやすい 服飾専攻の 学生が収入 を， 健康面
に 常に 関連の ある学問 を学ぶ 食物栄養専攻の 学生 が健康を重視 して い る点 は ， 現実 を反映す る
よ うで 興味深 い 結果 と言 え よ う。
　重要視しない 外的要素 として
’
は， 専攻別 ・外的基準 の影響 はな く， 第
一
因子 ：兄弟 の数 ， 第
二 因子 ：親の 職業， 第三 因子 ：血統 とな っ た 。 結婚 とい う問題が ， 本人同志の 問題で ある とい
う意識が ， 第
一因子 ・ 第 二 因子 を決定す る 時に 強 く作用 して い る よう に 思 え る 。 さ ら に ， 相手
を取 りま く環境に対 して もあ ま り重要視 して い な い よ うだ （学歴 ， 財産， 相手の職業）。 詳しい
解析 は ， 数量化 3類 を用 い 行な っ た 。
　表一 7 に は ， 内的要素の単純平均結果 を ， 各アイ テ ム に対 す る カ テ ゴ リー反応 の 総和が 1 に
な るよ う に ， 各カテ ゴ リ
ー反応 を規格化 して ある 。 単純平均 に お い て は ， 主要因子 を決定す る
こ とや ， その 因子の変化を専攻別 ， 外的基準別 に詳 し く調 べ る こ とは難 しか っ た 。 しか し ， 大
まか に 見て 専攻 を問わず ， 交際が 始 ま る と同居 よ りも 「二 人 ぐらし」を望み ，
「才能 を生か し働
く こ と」を考え ，
「同棲 を拒 む 」ように なる傾 向が ある ようだ 。 食物栄養専攻の 学生の 特徴 は
「
才
能 を生か し た い 」 と い う点に あ り， 家政専攻の 学生 に お い て は
「結婚の 最終決定権が親 に ある」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゆ　　　　．　　サ　　コ
とい う点の よ うに思 え る 。 また 同棲 問題に関して は ， 何 ら か の形で 同棲 OK と答 えた学生が ， 約
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表 3　外的要素



























m 　 （13） 思　想
n 　 （14）　 兄弟姉妹の 数
〈ア ル フ ァ ベ ッ トは ア ン ケ
ー
トの 記 号〉












c 　 （5 ）
理 想 の 男性 が 現 れ る まで は 結婚 し な い 。
理想の 男性 が現 れな くて もある程 度妥協 し結婚す る 。
ど ち らで も か ま わ な い 。
結婚後は二 人だ けで生 活す る の がよ い 。
結婚後は親 （相手方） と の 同居 を望 む 。
a 　 （6）　恋愛 と結婚 は別であ る。
b　 （7 ） 結婚 は恋愛 か ら出発す る の が よ い 。











子供 が生 まれ るまで は働 きその 後は 、主婦業に専念 した い 。
結婚後は、主婦業 に専念 した い 。
生 活 に 不 自由がなけ れば、あえ て働 きた い とは思 わな い 。
結婚後 も自分の 才能生 かす ため に、働 きた い 。
両親 や回 り の 人 か ら反対 さ れれ ば、た と え自分 自身が結婚 した い と思 っ て
い て も 、 そ の 相手 と の 結婚 はあき らめ る 。
結婚 に は 双方 の 親 の 意見または友人知人 な どの 意見 を考慮 し た 上 で 自分で
きめ る 。
結婚は 自分 自身の
一生の 問題で ある か ら、回 りの 意見 よ りも自分の 判断 ・
考 えを主 と して決め る 。
同棲 は した くな い 。
結婚 を約束 さ れ て い れ ば同棲 もか ま わな い 。
お互 い の 愛情が あれ ば結 婚 と い う型 に と らわれず同棲 で もか まわな い 。
　　 （ ）内の tw字：9 、コ ン ピ ュ ータ の 出力
　　 ア ル フ ァ ベ ッ トは ア ン ケ ー トの 記号
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表 5　 重要視する外的要素…単純集計
家 政 服 飾 食物栄養
YES NO YES NO YES NO
1　 親 の 職業 O（0．0） 1（0，5） 0（0，0） 1（0．7） 0（0．0） 0（0．O）
2　 学　歴 1（2．0） 4（2．1） 2（5，1） 4（2，9） 1（2，4） 5 （2．4）
3　 財　産 0（0．0＞ 2（1．0） 0（0．0＞ 2（1．4） 0（0．0＞ 2（1．0）
4　 家　柄 2（3，9） 3（1．5） 0（0．O） 0（O．0） O（0．0） 1（0．5）
5　 血　統 0（0．0） 0（0．0） 1（2．6） 0（0．O） 1（2．4） 1（0．5）
6　 人　柄 エ6（31．4） 59（30．3） 9 （23．1） 41（29．7） 12（28．6） 61（29．5）
7　 容　姿 4 （7．8） エ1（5．6） 2（5．1） 9（6．5） 0（0．0） 4（1．9）
8　 健 康 7（13．7） 31（15，9） 5（12．8） 19（13．8＞ 11（262 ） 49（23，7）
9　 愛　情 16（31．4） 52（26．7） 8（20．5） 32（23．2） 8（19，0） 53（25 ．6）
10 相手 の 職 業 1（2．0） 14（7．2） 1（2．6） 3（2．2） 3（7．1） 8（3．9）
11 収　入 4（7．8） 10（5．1） 8（20．5） 21 （15．2） 4（9 ．5） 17（8．2）
12　趣　味 0（0 ．0） 5（2．6） 1（2．6） O（0．0） 0（0．0） 2（1．0＞
13　思　想 0（0．0＞ 3 （1．5） 2（5．1） 5（3．6） 2（4．8） 4 （1．9）
14　 兄弟 の 数 0（O．0） 0（0．0） 0（0．0） 1（0．7） 0（0 ，0＞ 0（0．0）
YES 　　 交際相手が い る 。
NO 　　　交際相手 が い な い 。
表内数値 は 、 回答数
（ ）内は、％ をし め す。
表 6　重要視 しな い 外的要素…単純集計
家 政 服 飾 食物栄養
YES NO YES NO YES NO
1　 親 の 職 業 9（17．6） 33（16．9） 11（28．2） 27（19．6） 7（16．7） 42（20．3）
2　 学　歴 4（7．8） 9（4．6） 2（5．1） 4（2．9） 2 （4．8）、 8（3．9）
3　 財　産 3（5，9） 13（6．7） 0 （0．0） 6（4．3） 2（4．8） 8（3 ．9）
4　 家 柄 7（13．7） 24（12．3） 5（12．8＞ 14（エ0．1） 5（11．9） 21（10．1）
5　 血 　統 7（13．7） 31（15．9） 6（15．4） 24（17．4） 7 （16．7） 39（ユ8，8）
6　 人　柄 0（0．0） 0（0．0） 0 （0．0） 0 （0 ，0） 1 （2，4） 1（0 ．5）
7　 容　姿 1（2．0） 1（0．5） 0 （0．0） 2（1．4＞ 1 （2．4） 7（3．4）
8　 健　康 0（0．0） 0（0．0） 0 （0．0） 0（0．O） 1（2．4） 1（0．5）
9　 愛　情 0（0． ） 7（3．6） 0（0．0） 1（0．7） 1（2 ．4） 0（0．0）
10 相手 の 職 業 0（0．0） 2（1．0） 1（2．6） 2（1．4） 0（0 ．0） 2（1．0）
11 収　 入 0（0．0） 1（0 ，5） 0（0 ．0｝ 2 （1．4） 0（0．0） 0（0．0）
12　趣　味 5（9．8） 10（5．1） 4（10．3｝ 9（6．5） 1（2 ，4） 7（3．4）
13　思　想 3（5．9） 23（11．8） 2（5．ユ〕 11（8．0） 4（9．5） 23（11．1）
14　兄弟の 数 12 （23．5） 41 （21 ．0） 8（20．5） 36（26．1） 10（23．8） 48 （23，2）
YES 　　 交際相手 が い る 。
NO 　　　交際相手が い な い 。
表内数値は、回答数
（ ）内は、％ を しめ す 。
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80％ と な っ た の は ， 時代 の流れ な の か ， 単な る憧れ なの か ？
表 7　 内的要素 ………・…
……… 単純集計
（専） 家 政 服 飾 食物栄養
（CATE ） YES NO YES NO YES NO
（1）　 1 0．471 O，636 0．462 0，565 0，615 0．529
2 0，529 0，364 0、538 0．435 0．385 0，471
（2）　　 3 0．000 Q．061 0．000 0．022 0．000 0．043
4 0．824 0，712 0．769 0，565 0．692 0，557
5 0．176 0．227 0．231 0．413 0．308 0．400
（3 ）　 6 0．706 0，652 0，462 0．587 0．462 O，671
7 0．294 0，348 0．538 0．413 0．538 0．329
（4 ）　 8 0．000 0，030 0．154 O．253 0．000 0．214
9 O，235 0212 0．231 0．283 O．154 0．329
10 0．353 0．364 0．231 0．109 0 ．154　　　　　　00 ．129
ll 0，412 0．394 0．385 O，326 0 ．692 0，329
（5 ）　 12 0，647 0．288 0．385 0．348 0．308 0．314
13 0．294 O，682 0，462 0 ．630 0．615 0．686
14 0．059 0，030 0．154 0。022 0，077 0．000
（6 ＞　 15 0．235 0．167 0．308 0．043 0．308 O．129
16 0．353 0．242 0，308 0239 0385 0．229
17 0．412 0 ，591 0．385 0．717 0 ．308 0．643
○ 専攻 別 に求め た各 ア イテ ム に 対 す る カ テ ゴ リ
ー
の 比率
○ 数値は各 グ ル ープ の各カ テ ゴ リ
ー
に対す る基準化カ テ ゴ リーウ エ イ ト、及 びその 固有値 を示す 。




〈基準化 力テ ゴ 1丿
一ウ ェ イ トの 算出とグラ フ 化〉
　数量化 3類に よ り，外的要素及 びその変化を解析す る 。 ア ン ケ
ー
トの 回答 を も と に して ， 反
応 の あ っ た カ テ ゴ リ
ー
に 1 を ， なか っ た カテ ゴ リ
ーに 0 を与 え ， 重要視す る項 目と重要視 しな
い 項 目 ， さ らに 専攻別 ・ 外的基準別に数量化 3類 を適用 した 。 各 グル
ープ に 対 し得 られた結果
を ， 表
一 8〜表一11に示 して ある 。 各 グ ル
ープ別に出力 された固有値の 計算結果の うち最大 固
有値 と第 2番 目に大 き い 固有値を与 える結果 を，それ ぞれ 1次元 ， 2 次元 として表記して ある 。
こ の場合固有値 と は ， 各カ テ ゴ リ
ーに よ り合成され た成分 と そ の 相関の 強さ を示 す もの で あ り，
一
般 に 固有値 （すなわち相関）が大 きい もの ほ ど ， 現実の 系を よ く反映する結果 を示 して
い る
と言え る 。 解析結果に よ り得 られた固有値 を見る と比較的高い 固有値 を示 して
い る こ とに よ り，
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こ の 結果が 示す主 因子 は ， 現実の グ ル
ープ の 特色づ け に 有効で あ る と 思 え る 。
　表内に示 して ある数値は ， 各カテ ゴ リーに対する基準化 カ テ ゴ リーウ ェ イ トで ， 大 き い 値 の
もの ほ ど主要因子 として の性質が強 い と考え られ る 。 表
一 8〜表一 9で示 され る基準化カ テ ゴ
リ
ー
ウ ェ イ トで解析の す べ て が記述 さ れ て い る の だ が ， 我々 人間は 数値的知覚に乏 しい た め ，
得 られた解析結果 を グラ フ化 し視覚的に ， 各カテ ゴ リ
ー
間の類似性 ， 重要性 （こ れ は ， 回答者
の意識の 内で） を示す こ とに する。
表 8　数量化 3類（考慮する項目　 1次元）…・………・…・…・・外 的要素
（専） 家 政 服 飾 食物栄養
（CATE ＞ YES NO YES NO YES NO
W （1） 0．0000 0．0209 一〇，0751 0．0422 0．0000 0．0000
W （2） 0．1244 0．OlOl 0，1659 0．0040 0 、0045 0．0276
W （3 ） ・　 0．0000 0．0285 0．0000 一〇．0250 0．0000 0．0002
W （4） 一〇．0063 0 ．0284 0．0000 0．0000 0．DOOO 一〇． 036
W （5） 0．0000 0．OOOO 0．0864 0．0000 一〇．1235 0 ．0395
W （6） 一〇．1206 一〇．0949 一〇，5645 一〇，4957 0，2560 0．2027
W （7） 一〇．0236 一〇，0515 一〇，0262 一〇．0034 0．0000 一〇．OO42
W （8） 一〇．2117 一〇．0021 一〇．5002 0．2675 一〇．2828 一〇．1534
W （9＞ 0，0816 0．0527 一〇，4247 0．0070 一〇．2167 一〇．1369
W （10） 一〇．2298 一〇．0194 一〇，0385 0．1540 一〇．1850 0 ．0723
W （ユ1） O．0906 0．0070 一〇．0516 一〇．Ol89 0．2726 0．1105
W （12） O．0000 0．0360 一〇．0128 0．0000 0．0000 0，0048
W （13） 0．0000 0．0275 0。0231 一〇．1091 一〇．D921 0 ， 008
W （14） 0，0000 0。OOOO 0，0000 一〇，004＄ 0．0000 0，0000
固 有 値 0．6585 0．7498 0．6685 O．9078 O．7207 0．8439
○専攻別 に求 め た アイテム に対 するカテ ゴ リーの 比率（％）
○数値 は各グル
ー
プ の 各 カテ ゴ リーに対す る基準化カ テ ゴ リーウ エ イ ト、及 び その 固有値 を示す。
　　　　　　 YES ：交際相手 が い る 。
　　　　　　 NO ：交際相手が い ない 。
　図
一 1〜図一 12に お い て横軸に 1次元要素を ， 縦軸に 2次元要素をプ ロ ッ トして ある 。 グラ
フ 中に示 され て い る数値は，カ テ ゴ リー番号で ある。基準化カ テ ゴ リーウ ェ イ トの絶対値の 大
き い カ テ ゴ リーは ， 原点よ り離れ た位置 に マ
ー
クす る よ う に プ ロ グ ラ ム し て ある 。 したが っ て
カ テ ゴ リ
ーウ ェ イ トの 絶対値が 小 さ く重要 で な い 要素 は ， 原点近 くに マ
ーク さ れ る 。 また値の
近 い カ テ ゴ リーは ， 回答者の 精神面 にお い て 同類の 影響 を与える要素で ある と解釈 され る 。 （今
回 は ， カ テ ゴ リ
ー
の 類似性の 議論 は行 なわない 。）グ ラ フ 中央の黒丸印は ，そ の 半径内 に 数種の
要素が重な っ て い る こ と を示す 。
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表 9 　数量化 3類 （考慮する項目　2次元）
………………・…外的要素
（専） 家 政 服 飾 食物栄養
（CATE ） YES NO YES　 　 　 　 　 　 　 　 INO YES NO
W （1） 0．0000 0，0209 0．1400i0 ．0247 0，0000 0，0000
W （2 ） 0．0541 一〇．0138 0 ，0035 0，0125 0．0108 0．0130
W （3 ） O．0000 0，021Q 0，0000 0．0392 0．0000 0．0038
W （4 ＞ 一〇．0458 一〇．0278 0．0000 0．0000 0．0000
一
〇．0012
W （5 ） 0．0000 0．0000 0 ユ 484 0，0000 0．1538
一〇．0243
W （6 ） 一〇．1208 一〇，4353 一〇．6117 O．8629 O ，2645 0．2601
W （7） 一〇．1838 0，8319 0．0849 0，0140 0．0000
一〇．OOOO
W （8） 0，2439 0，1586
一
〇．1024 0．0755 一〇．1601 一〇．9276
W （9 ）
一
〇．4012 一〇．1506 0．6256 一〇．0182 一〇，1941 一〇．5228
W （1  0，4201 0，0654 一〇．0176 一〇．0232
一
〇．0207 一〇．0391
W （11） 0．1849 一〇．0056 一〇．0263 0．0015
一〇．0445 一〇．0629
W （12） 0 ．0000 一〇．0185
一
〇．0388 0，0000 0，0000 一〇，0067
W （13） 0 ．OOOO 一〇，1316 0 ．D792 0．0613
一
〇．1709 0 ．0026
W （14＞ 0．0000 0．0000 0，0000 0．0046 0，0000 0，0000
固 有 値 O．6012 0．6957 0，6443 0，7809 Q．6869 0．7355





プ の 各 カテ ゴ リ
ーに 対する基準化 カ テ ゴ リ
ーウ エ イ ト、及 び そ の 固 有値 を示す。
　 　 　 　 　 　 YES ：交際相 手 が い る 。
　 　 　 　 　 　 NO ：交際相 手が い な い 。
表10　数量化 3 類 （考慮 しない 項 目 ： 1次元）
−t………………外的要素
（専） 家 政 服 飾 食物栄養
（CATE ） YES NO YES NO YES NO
W （1 ） 0．2058 0．0848 一〇．2379
一
〇．1208 0，0586 0．0368
W （2 ） 一〇．1226 0．0274 0．0564 0．0000
一〇，0086 0．0123
W （3 ） O．1589
一
〇．0298 0．0000 0，0006 0．0946 0，0355
W （4 ） 一〇．0020 0，0359 0，2996 0。0052 0，0637
一〇．1763
W （5 ）
一〇．0366 一〇，0680 0．2541 0．005ユ 0．0413 0．1480
W （6 ） 0，0000 0，0000 0，0000 0．0000
一〇．1483 一〇，0006
W （7 ） 一〇，1315 0．0000 0，0000 0．0004 0．0141 0．0083
W （8 ） 0．0000 0．0000 0．0000 0．0000
一
〇．1484 一〇．0282
W （9 ） 0．0000 0，0039 0．0000 0．0052
一〇．0031 0．0000
W （10） 0．0000 0，0183
一
〇，0516 0．0008 0．0000 一〇．0100
W （11） 0．0000 一〇．0117 0．0000 0．0004
一
〇．0210 0．0000
W （12） 一〇．1114 0．0498
一
〇．1434 0．0200 O．0618 一〇．0004
W （13） 0．0796 0．2516 一〇、1722 一〇．0036 0．0860 0，5374
W （14） 一〇．0420 0．5525 一。．29561 一〇．0988
一
〇ユ 25ユ 0 ．0636
固 有 値 0．6663 O．7548
　　　　　　　 旨
0．7043 0．7958 0．7866 』 0．8275
○ 専攻 別 に求め た各ア イテ ム に 対す る カ テ ゴ リ
ー
の 比率
○ 数値は各 グ 丿し一プ の各カ テ ゴ リ
ー
に 対す る基準化 カ テ ゴ リ
ーウ エ イ ト、及 びその 固有値 を示 す。
　 YES ：交際相手が い る。
　 NO 　：交際相手が い な い 。
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表 11　数量化 3類 （考慮 しない 項目　 2 次元 ）・……・………… 外的要素
（専） 家 政 服 飾 食物栄養
（CATE ） YES NO YES NO YES NO
W （1） 0．1700 0 ．0889 0．1814 一〇．1551 0．1653 0．0487
W （2 ＞ 0，1217 0．0617 0．1507 一〇，0022 0．0665 0，0427
W （3） 一〇，1300 0，0489 0，0000 一〇，0096 一〇．1608 一〇，0124
W （4 ） 一〇．0558 0．0553 一〇，0937 0．Ol54 0，0194 一〇，1443
W （5） 一〇．0924 0．0265 一〇，1524 0．0164 0 ，1373 一〇．0664
W （6 ） 0．0000 0．0000 0．0000 0．0000 一〇．0579 0．0026
W （7） 一〇．1056 0，0021 0．0000 一〇．0030 0．0499 0．1497
W （8） 0，0000 0，0000 0，0000 0．0000 一〇．0579 一〇．0015
W （9 ） O ．0000 一〇，0073 0，0000 一〇，0191 0，0369 0．0000
W （10） 0。0000 0．0122 0，1638 一〇．0065 0．0000 0．0039
W （11） 0，0000 一〇．0051 0，0000 一〇．0048 0．0376 0，0000
W （12） O，1041 一〇．0554 一〇．2179 一〇．1404 一〇，1338 一〇．Ol95
W （13） 一〇．1681 一〇．2825 一〇、1095 一〇．1489 一〇．1607 一〇．0494
W （14） 0．1520 一〇．5514 0，0898 一〇ユ 822 0．0797 一〇．1975
固 有 値 0．6581 0．7351 0，6951 O，7772 0 ．7337 0．7845
o 専攻別 に求め た ア イテ ム に 対す る カ テ ゴ リーの 比率（％）
○ 数値は各 グル ープ の 各カ テ ゴ リーに 対する基準化カ テ ゴ リーウ エ イ ト、及 びその 固有値 を示す 。
　　　　　　　　YES ：交際相手 が い る。
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○ 数値は外的要素に つ け られた カ テ ゴ リー番号 で あ る 。
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○ 数値は外的要素 に つ け られた カ テ ゴ リー番号 で ある。
　　　表12 因子抽 出
〔交際 して い る 。〕
重要で あ る 重要で ない ITEM
家　政 10 ， 9 ，8 ，11 1 ，3 ，13，2 〔4 〕，〔1 〕
服　飾 6 ，8 ，11，9 8 ，13 〔4 〕，〔3 〕， 〔5 〕
食　物 6 ，8 ，11，9 4 ，14，5 ，1 〔4〕，〔3〕，〔2〕
〔交際 して い ない 。〕
重要で ある 重要で ない ITEM
家　政 6 ，9 ，7 ，8 ，1314 ，1 ，13，5 〔3〕，〔4〕，・〔5〕
服　飾 6 ， 10，8 ，9 13，4 ，14，5 〔2〕
食　物 6 ，8 ，11， 9 ， 101 ，14， 13， 12 〔3〕，〔4〕，〔5〕
O 重要で あ る因子 、重要で な い 因子 を専攻 別 に分類 し、ウ エ イ トの 大 きい 順 に
　示 し て あ る 。
○ 右端 の 欄は、各カ テ ゴ リーの 属す る ア イテ ム を示す 。
表 13　共通因子 …・・… 外的基準別 に 分類 し た 重要因子 と重要で な い 因子
重要で あ る 重要 で ない
交際 して い る 健康 ・収 入 ・愛情 思想
・
兄弟数 ・親の職業
交際 して い ない 人柄 ・健康 ・愛情 兄弟数 ・思想 ・血統
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　 〈因子 抽出 〉
　以上の結果 よ り， 家政学科学生 の 共通重要因子 と各専攻 を特徴づ け る因子 ， さ らには外的基
準の 影響 を調 べ て み る 。 反応の 大 き さ （原点 よ りの 距離）で 各カ テ ゴ リーの 重要性を 3段階に
分類し ， 特に重要 と判定 されたカ テ ゴ リーと重要で な い 項 と判定され た項 を まとめ る と ， 表一
12 となる 。 表一 12に示 された 数字は ， カテ ゴ リー番号で ある。 こ の結果 をもと に して家政学科
の 共通因子 を調 べ る と表一13に な る 。 重要 と判定され た外的因子の うち健康 と愛情の 2因子 は ，
外的基準に 影響 され ない 家政学科全体 の重要因子 で ある 。 こ の 結果は ， ご く
一
般的な反応で あ
る。興味深 い の は ， 外的基準の影響で あ る 。
「
交際の な い 」 と答 えた者 は人柄 を重視し ，
「
交際
が ある 」 と答え た 者は収入 を重要視 して い る点で ある 。 交際相手の い な い 者が ， まだ見 ぬ彼へ
望む こ と として人柄の 良 さを選 らぶ こ とは ， 自然の よ うに 思 える 。 また ， 交際相手が い る場合，
　　　　　 ロ　　■　　サ
人柄 も含 め良 い 人 と認 めた結果 ， 交際し て い る と考える の が
一
般的で あるた め ， 人 柄 とい う因
子の 重要性 は減少する 。 さ らに交際 よ り 1歩進み 結婚 とい う問題が ， 具体性 を帯び始め る時 ，
収入 とい う現実問題 を重 要視 する所 は，現代娘 らしさ か もしれ な い 。 愛情よ りも健康を重視 し
て い る点 は ， 病気 ・事故等の 死 に直接つ なが る問題の 多い 現代に お け る人間存在へ の 危機感の
現われ か ， それ とも長 く幸せ な結婚生活 を望む には ， 健康で あ りさえすれ ば可能で ある と考え
るた め か は ， こ の ア ン ケ
ー
トの 結果か ら で は推察 しえな い 。ただ愛 1青が外的基準に よ らず第 3
因子で あ っ た こ と は ， 意外で あ っ た 。
　重要視 しな い 因子 としては ， 外的基準 に よ り多少 そ の 重要性順序は 異 なるが ， 兄弟の数 ， 親
の 職業， 思想が あげられ る。 こ の 3 つ の因子の共通的特徴は ， 結婚相手に直接関連した要素で
は な く， 相手 を と りま く環 境の 要素で あ る とい う点で ある 。 現代若者 に とっ て ， 結婚は ，
「
結婚
す る二 人の 問題 で ある 。」 と い う意識を強 く感じ させ る結果で ある 。 また人 間性や生 きざまの基
準 と思え る 「思想」 と い う要素が，学科全体の 共通因子 として全 く問題視され な い 点 も驚 くべ
き現象で ある 。 専攻別の特色は ， 表
一 14に ま とめ られた 。 外的基準に よる影響が 強く認め られ
る 。 重要視する因子 を比較す れ ば， 服飾 と食物栄養専攻の 学生 の 価値観が ， 外的基準に よ らず
類似して い る こ とが 分る 。 家政専攻の 学生 の 特色 と して は，「相手の 容姿を重 じる」 とい う因子
が ある。
　次に ， 外的基 準の 変化 に よ り重 要化す る 因子 と重要で な くなる因子 を調 べ て み る 。 こ れ は ，
図一 1〜図一12， 表一 12に よ っ て ， 外的基準の 変化の 際 に各カ テ ゴ リーウ ェ イ トの変化が特に
顕著な もの を抽出した 。 その結果が ， 表一 15で ある 。 交際が 始まる と ， 「学歴 」 ・「収入 」 とい う
因子 が重要 とな っ て くる 。
「
収入 」 とい う因子 が重視され るよ うに なる理 由は前述 した よ うに，
交際の 後の 問題 すなわち結婚 へ の意識が 高まる に つ れ ，収入 に対す る不安感 は増す とた め と思
え る 。 また ， 長期間安定 した生活 を継続 し，近 い 将来に お い て さ ら に豊か な幸せ な生活 を送 る
た め に必要 と考 えら れ る 「出世 」 をよ り現実の もの と して感 じ とれ るた め に
，
「
学歴 」 とい う因
子が重視 されて くる ・ そ の 逆 に ・ 容姿 ・ 家柄・ 血統 とい う外見的要素が不 問事項 と な っ て くる。
181 一
工工
一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
　　　　表14　特徴 ・
……専攻、外的基準別を特徴づ け る重要因子 と重要でない 因子
〔交際 して い る 。 〕
重要 である 重要で ない
家　　　 政 相手の 職業 財　産
服　　　　飾 人柄柄 趣　味
食　　　 物 人　柄 家　柄
〔交際 して い ない 〕
重要で あ る 重要で ない
家　　　 政 容　姿 親 の 職業
服　　　　飾 相手 の 職業 家　柄
食　　 　 物 収入 ・相手 の 職業 親 の職業
　　　　 表15　外 的基 準の変化 に伴 う重要 因子 と重 要で な い 因子 の変化
交際 して い な い 。 一一一一・ 交際 し て い る 。
重要 で あ る 重要 で な い
家　　　 政 学歴 ・収入 容　姿
服　　　　飾 学歴 ・収入 家柄 ・容姿
食　　 　 物 学歴 ・血統 ・収入 家柄 ・血統
　 〈結果〉
　現状 もし くは近未来に お い て ， 結婚 とい う問題が次の 問題 として 出て くる
「交際 して い る ll
者に と っ て は ， 金銭面 に お ける苦労 を避け た い とい う願 望が 強 くなる ようだ 。 また少 し先の こ
と まで考えるな らば， 家柄 ， 血 統 ， 親の職業 ， 親の財産な ど を重視 し て も い い と も思わ れ るが
．●°噛゚幽
o
　以 上 の よ う に ， 外的要素を数量化 3類で解析 した結果，い くつ か の 重 要因子を見 い 出した 。
家政学科 の学生の うち
「
交際相手の い な い 」 者は ， 人柄 （恐 ら く優 し さ ）に優 れ，健康的な男
性 を望み つ つ ， 服飾 ・食物栄養専攻 の学生 は総合的 に条件の い い 相手 を ， また家政専攻の 学生
は ， 本人 に と っ て 良い と思 え る相手を望んで い る。
「
交際相手の い る 」者 は ， 共通点 とし て健康
で収入の 豊か な男性を望み ， さ らに服飾
・食物栄養専攻 の 学生 は，相手自身に 重要性を感 じ ，
家政専攻の学生 は，収入
・収入 源に 視点が 移 っ て い る 。 また服飾 と食物栄養の学生の価値観が
比較的類似し て い る こ とか ら ， こ の 2専攻の 学生の 意識的類似性が 伺 える。
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II．内的要素
　 〈基準化 カテ ゴ リーウェ イ トの算 出とグラ フ 化 〉
　数量化 3類で の解析は ， 表一16， 表一17に 示 し て ある 。 表の 意味す る も の は ， 外的要素 を解
表16　数量化 3 類 （1次元）
…・……・……・・…・内的要素
（専） 家 政 服 飾 食物栄養
（CATE ） YES NO YES NO YES NO
（1）　 1 0．006 0．069 0．135 0．299 0．086 0．120
2 一〇．507 一〇．066 一〇，134 一〇．290 一〇．072 一〇．124
（2）　 3 0．000 0．002 0．000 0，010 0，000 0，012
4 0．450 0．030 一〇．413 0．150 0．348 0．081
5 一〇，143 一〇．182 0．410 一〇．161 一〇．156 0 ．026
（3）　 6 一〇．517 0．235 一〇．635 一〇．328 0．588 0，267
7 0．560 一〇．240 0．605 0．257 一〇，493 一〇．283
（4 ）　 8 0 。000 0．004 0．008 一〇．139 0 ，000 一〇．236
9 0．318 一〇．229 一〇．461 0，339 0，308 0，011
10 0．104 0．083 一〇．153 0．024 一〇．468 0．035
11 一〇．429 0．137 0．198 一〇．149 0．364 0．116
（5 ＞　 12 0．342 一〇．203 一〇．479 一〇．276 0．445
一
〇．262
13 一〇．440 O，215 0．629 0．000 一〇．346 0．250
14 0，126 一〇，014 一〇．052 0．015 一〇．210 0．000
（6 ）　 15 0．383 一〇，243 0．431 一〇．011 一〇．611 一〇．202
16 一〇．172 0．033 一〇，418 一〇．241 0．677 一〇．022
17 一〇．195 0231 一〇，014 0．262 一〇．211 0，221
（固有値） 0．764 0．714 0．750 0．637 0．771 0．758
○専攻別 に求 め た ア イテ ム に 対す るカ テ ゴ リ
ー
の 比率 （％）
○数値 は 各 グ ル
ープ の 各カ テ ゴ リーに 対す る基準化 カテ ゴ リ
ー
ウエ イ ト、及びそ の 固有値 を示す。
　　　　　　 YES ：交際相手 が い る 。
　 　　 　 　 　 NO ：交際相手が い な い 。
析 した時 と同様 で ある 。 こ の 場合 も固有値 が比較的高 く， 解析結果が 現実の グル
ープ を よ く表
現 して い る こ とを示 し て い る 。 した が っ て ， こ の結果 を もと に して考察 を進め る こ と に す る 。
まず得 られ た結果 を視覚化す るた め に第 1 次元 を横軸 に ，第 2 次元 を縦軸とし ， 各カ テ ゴ リー
ウ ェ イ トをプ ロ ッ トし た 。 （図一13〜図一 18）， こ の 結果 よ り， 重要視 され る カ テ ゴ リーや ， カ
テ ゴ リー間の 類似性 ・カ テ ゴ リ
ー
ウ ェ イ トの変化が 読み 取れ る 。
　 〈因子抽出〉 及び く結果〉




「重要 で な い 」， さ ら に そ の
「
中間」 に
位置す る もの に 分類 した もの が，表
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表17　数量化 3類（2 次元）………………・… 内的要素
（科） 家 政 服 飾 食物栄養
（CATE ） YES NO YES NO YES NO
（1）　 1 0，004 0，126 0．304 0．247 0，168 0，185
2 一〇．038 一〇，ユ21 一〇，368 一〇．194 一〇．140 一〇，190
（2）　 3 0．000 0，001 0，000 0．017 0，000 一〇．007
4 O．333 0ユ22 一〇．617 一〇．286 一〇，461 0，123
5 0，280 一〇．268 0．615 0．269 0，150 一〇，201
（3）　 6 一〇，280 0．092 0．403 0．269 一〇．460 0．143
7 0．257 一〇．094 一〇．404 一〇．210 0．385 一〇．170
（4 ）　 8 0．000 0 ．006 0．007 0．211 0．000 一〇．135
9 一〇．406 0．137 一〇．301 0．246 0．255 0．035
10 0．703 一〇．050 0．083 一〇．200 0．182 0．107
ll 一〇．427 一〇，140 0．110 一〇．213 一〇．532 一〇．321
（5 ）　 12
一〇．544 0．130 一〇．453 一〇ユ 91 0．708 0．186
13 0．185 一〇．048 一〇．143 0，000 一〇．740 一〇．178
14 0．310 一〇．885 0ユ 06 0，013 一〇256 O．000
（6 ）　 15 一〇．290 一〇。020 一〇ユ11 一〇．Ol3 0，560 0，069
16 0，040 0．270 0．493 0．141 一〇．227 0．027
17 0．216 一〇．248 一〇．123 一〇．108 一〇．258 一〇．095
（固有値〉 0．733 0．682 0．692 0．622 0．707 0．668
○ 專攻別に 求め た各ア イテ ム に対す る カ テ ゴ リーの 比率（％）
○ 数値は各グ 几 一プ の各カ テ ゴ リーに対す る基準化 カ テ ゴ リーウ エ イ ト、及 びその 固有値 を示す。
　　 　 　 　 　 YES ：交際 相手 が い る 。
　　　　　　 NO 　：交際相手 が い ない 。
　
「交際 して い な い 」 者 に お い て は
　　　・ 結婚観に 関す る もの （  ，   ）。
　　　・結婚を決定す る時の決定権 に 関す る もの （  ，   ）。
　　　・結婚後，主婦 を希望す る （  ）。
　　　・同棲は ， 拒否 （  ）。
　 「交際 して い る 」 者 に お い て は
　　　・結婚観 に 関する もの （  ，   ）。
　　　・親の 意見が 重視 され る （  〉。
　　　・同居 ， 同棲 を受 け入 れ る （  ，  ）。
とな る 。 外的基準の 有無に よ らず    の カ テ ゴ リ
ーが 重視 され て い る こ と は ， こ の ア ン ケ
ー
ト
が 結婚意識調査 とい うこ と もあ り， 重要視 され た と思 え る 。 また   の カテ ゴ リ
ー
が重視 さ れ て
い る こ とは ， 親 の経験豊富 さ を信頼 し て の こ とだ ろ うか 。
「
交際の な い 」 者は ，  
・  を重要視
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○数値は外的要素につ けられた カ テ ゴ リー番号で ある 。
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表 18 交際 して い る
重要で あ る 中　間 重要で ない
2 ，6 ，7 10，17 1 ，3 ，8 ，16
家　　政
9 ，11，12 ，13，15 ＊ 4 ，5 ， 14
6 ，7 ，9 ，13 2 3 ，8
服　　飾
4 ，5 ， 12 ， 15，16 ＊ 1 ，10，11，14，17
食　　物
11，15，16 9 318
4 ，6 ，7 ，12 ，13 10 1 ，2 ，5 ．14，17
○ 交際相手 の い る場合 の 専攻別 に 分類 した重要因子、重要で ない 因子 と その 中
　間 に 位置す る因子 を示す。
○ 番号は 、内的要素の カ テ ゴ リー番号 を示す 。
表 19 交際して い ない
重要 で ある 中　間 重要で ない
6 ，7 ， 9 ， 13 ， 14 10 3 ，8
家　　政
15．17、5 ，11，12 ＊ 1 ，2 ，4 ，16
服　　飾
1 ，2 ，4 ，6 ，78 ，10，11，16 3 ，13
12，5 17 14，15
11，13 15 3 ，9 ，14，16
食　　物
1 ，4 ，6 ， 8 ， 17 2 ，5 10
O 交際相手 の い ない 場合の 専攻別に 分類 した重要因子、重要で ない 因子 とその
　中間 に 位置 す る 因子 を示 す 。
○ 番号は 、 内的要素の カ テ ゴ リー番 号を示す 。
表20　共通 ……… 外的基準別 に 分類 した 重要因子 と重要で な い 因子
重要で あ る 重要 で な い ITEM
交際 して い る 6 ，7 ，9 ，12，131 ，3 ，8 ，14，17 〔1〕，〔2 〕
’
交際 して い ない 6 ，7 ，12，5 ，17 3 ，16 〔2〕，〔4 〕
る 。 それ が 交際を始 め る と， 家庭 に 入 る こ とを希望す るよ うに なる 。 これは ， 結婚 と い う目標
に 1 歩近づ い た た め の ， 価値観の 変化で あろ う， 重要で な い と答え られた 因子 は
　
「
交際 して い な い 」 者場合は
・結婚後の生活様式 （  ）。
・ 同棲 もよ い （  ）。
「
交際 して い る」 者 の 場合は ，
・結婚相手 に 男性の 理想像 を求め る （  ）。
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・結婚 は ， 自分で 決め る （  ）。
　　　 ・同棲は ， 受け入れ る （  ）。
で ある 。 こ の結果は ， 実際に交際相手が 存在す る場合， そ の 相手 に 男性の理想像を求めな くな
D ， 現実的 にな っ て きた こ とを示 して い る 。 また ， 重 要 と考えられた 「同棲 は拒否 」 とい う因
子 と重 要で な い と考え られた 「同棲 は 受け入れ る」 とい う因子 か ら考えて ， 結婚を 目標 として
交際が続 く時 ， 同棲は強 く拒否 され ， 通常 の結婚 を意識す るよ うに な る。
「交際して い な い 」者
の 場合 ，
「結婚するな らば同棲 もOK 」 （  ）が重要で はな い 因子 として選 ばれ て い る 。 こ の 因子
が選 ばれた理 由は明白で は な い が ，重視 する 因子 「同棲OK 」 と重要で はな い 因子 「同棲拒否」
との 関連に よ り， 重要視 され な か っ た と思わ れ る 。 また 中途半端 なカ テ ゴ リーや条件付 きの カ
テゴ リーは ，
一般 に重要視され な い 傾向が あ りそ うだ （  ，   ，   ）。
　各専攻別 に見 られ る特徴的因子 を ま とめ る と ， 表一21となる 。 特徴を ま とめ る と ，
　　　　表 21
〔交際 して い る〕
特徴 ……… 専攻 、外的基準別 を特徴づけ る重要因子 と重要で ない 因子
重要 で あ る 重要で ない ITEM
家　政 2 ，11，15 16，4 ，5 〔1 〕，〔2 〕
服　飾 4 ，5 ，16 10，11 〔2〕，〔4 〕
食　物 11，15，16，4 2 ，5 〔2 〕，〔6 〕
〔交際 して い ない 〕
重要で ある 重要で ない ITEM
家　政 9 ，13，14，15，118 ，1 ，2 ，4 〔1〕，〔4 〕
服　飾 1 ，2 ，4 ，9 13，14，15 〔1〕，〔5〕
食　物 11，13，4 ，8 ，19 ，14，10 〔4 〕， 〔2〕
「
交際 して い な い 」 者
　 家 政 ・ 男性像 に は無関心 。
　　　　 ・結婚相手は ， 自分で 決めたい 。
　　　　　・主婦業専念 と才能 を生 か し働きた い 者の 2 種 のグル ープが ある 。
　 服　飾 ・結婚相手に男性の 理想を求め る者 と妥協す る者 と 2種 の グ ル
ープ が ある。
　　　　　・結婚後 は ， 主婦 に専念。
　　　　　・二 人 ぐら しを希望。
　　　　　・結婚決定に は 無関心 。
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　　　食 ・ 栄 ・ 結婚相手に男性の理想 を求 め る 。
　　　　　　 ・結婚後 も， 才能 を生か し働 くこ と を強 く希望する 。
　　　　　　・二 入暮 らしを した い 。
　　　　　　 ・まわ りの 意見 を参考に し ， 結婚 を決め る 。
　
「交際 して い る」 者
　　　家　政 ・結婚相手 に は ， 妥協が 必要。
　　　　　　・自分の才能 を生 か した い 。
　　　　　　 ・ 同居で も二 人暮 らし で もよ い 。
　　　服　飾 ・結婚後の 暮ら し方に 強い 関心 を持つ （同居か 二 人暮ら しか）。
　　　　　　 ・結婚 するなら同棲 もOK 。
　　　　　　・結婚後は ， 主婦業を考え て い る 。
　　　食 ・ 栄 ・ 自分の才能を生か し働 く。
　　　　　　 ・結婚後は，二 人暮 らしが よ い 。
こ の よ う に 各専攻 に お い て ， そ こ で 学 ぼ う と す る学生 の 特色が 見 ら れ た。
　次 に外的基準の 変化に 伴 う重要因子の 変化 を調べ て み る （表一22）。 外的基準が 「交際 して い
な い 」 か ら
「
交際 し て い る」 へ と移行す る と
　　　　 表22 外的基準の 変化 に伴 う重要因子 と重要で ない 因子の 変化
交際 して い ない 。　　　　 交際 し て い る 。
重要で あ る 重要 でな い
家　　　 政 2 5 ，14，（17）
服　 　　　飾 13，（15） 1 ， （2）
食　　　 物 16 1 ，17，8 ，（2 ）
重要 に なる因子
　家 政 ：結婚相手に 妥協する こ と 。
服　飾 ：まわ りの意見 を重視す る こ と。
　　　　　同棲 は拒否 。
　食 ・栄 ：結婚す るな ら同棲 もよ い 。
重要で な くな る因子
　家　政 ：同居を希望す る こ と。
　　　　　結婚は 自分で決め る 。
　服　飾 ：理想 的男性像 。
　食 ・ 栄 ：理想的男性像。
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　　　　　　同棲 をする こ と 。
　　　　　　主婦業に 専念す る こ と。
以上の結果 よ り， 外的基準別 に各専攻 をながめ る と，
「交際 して い ない 」 者




般的な結婚生活 （主婦） に憧れ て い る。
　食 ・栄 ：積極的 な考 え方が あ り，才能 を生か した い 気持 ちが
一
貫 して い る 。
「
交際 して い る」 者に つ い て は ， 次の よ う に ま とめ られ る 。
　家　政 ：将来の結婚生活 に関 して の深い 思慮がない 。
　服 飾 ：強 い 自覚 と責任感が あ り， し っ か りと した将来設計が なされ て い る 。
　食 ・栄 ：服飾ほ どは っ き りして い な い が ， 結婚後の生活を比較的よ く考えて い る 。
以上の よ うな表現があて は まる よ うに 思 え る。同 じ時期 に 入学 した学生の 間 に も， イメ
ージ，
抽象 と い う感覚で 結婚観 をと ら れ る 家政専攻 ， 現実味を帯びた感覚で 結婚観を とら える服飾
・
食物栄養専攻 と差 が生 じて い る こ とは ， 興味深 い 結果 と言 えよ う。
§5．結　　び
　多変量解析に よる結婚観 ・価値観の 調査 を行な っ た結果，入学問 もな い 学生 の 意識 にすで に
差異が存在 す る こ とが見 い 出された 。 今回 の 1度だ けの 調査で ， 明確 な結論を下す こ とは困難
で はある。 i つ の 可能性 として 入学以前 に 意識上 の差が すで に生 じて い て ， 類似 した価値観の
人 達が同 じ専攻を希望 した と考 える こ とが で きる 。 こ の 場合 ， こ の 人 達の 育 っ た環境が価値観
を変化さ せ た の か ， 各専攻の 持 つ 魅力を感 じ取れ る心が あ っ た の か は 不明 の 点であ る 。
　今回は ， 調査数が やや 少な く， 外的基準， 内的 ・ 外的因子を見 い 出した の み に留 まっ たが ，
今後の 解析に お い て は ， 各カ テ ゴ リー間の 相関を調 べ ，類似性 の強 い 因子 間の示 す主成分の 同
定 を行なう予定で ある 。 そ の 結果 よ り， 専問分野で 学び ， 種々 の 知識を身に つ け た 時に 起 る意
識変化 を調 べ る予定で ある 。 また新たな外 的基準 となる因子 の抽出も可能 とな る 。
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続 ・多変量 解析法 」
　　　　　　　 日科技連出版 
　　中谷和 夫 ： 「多変量解析 」　 新 曜 社 
　　中村 正一 ： 「例題 ・多変量解析入 門」
　　　　　　　日刊工業 
　　大村　平 ：
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A 　1． あなた が結婚相手 を選ぶ場合に次 の うちの 中で どの よ うな条件 が重要 だ と思 い ます か。
　　　　重要視す る順 に 3 つ 、 重要視 しな い 順 に 3 つ 選 んで くだ さい 。
　　　（a ） 親の職業 　（b） 学 歴 　｛d 財 産 　〔d） 家 柄 　（e） 血 統
　　　（f） 人 柄 　（g） 容 姿 　（h〕 健 康 　（i） 愛 情 　（j） 相手の 職業
　　　（k） 相手 の 収入 　　〔D　趣 　味　　dm） 思　想　　（n ） 兄 弟姉妹 の 数
　　　　 重要視 す る項 目　　　1　　　　　 2　　　　　 3
　　　　 重要視 しな い 項 目　　 1　 　　 　 　 2　　 　 　　 3







（a ） 理想の 男性 が現 われ な くて もある程度妥協 し結婚 す る 。
〈b） 理想 の 男性が 現 わ れ る まで は、結婚 しない 。
（a ） 結婚後、親 （相 手方） との同居を望 む 。
（b） 結婚後 は二人 だけで 生活す るの が よ い 。
（c ） ど ち らで も か まわな い 。
（a ） 結婚は恋愛 か ら出発す る の がよ い 。
〔b） 恋愛 と結婚は 別で ある 。
（a ） 結婚後 も自分の 才能 を生 かすた め に、働 きた い 。
（b＞ 生活 に 不 自由が なけ れば 、あ え て働 きた い とは思 わない 。
（c ） 結婚後 は主婦業 に専念 した い 。
（d） 子供 が生 まれ る までは働 きその 後は 、主婦 業に専念 した い 。
（a ） 結婚は 自分 自身の
一
生 の 問題で ある か ら、回 りの 意見よ りも自分の 判断
・
　　考えを主 と して決め る 。
｛b） 結婚 に は 双方 の親 の 意見 また友人知 人 な ど の意見 を考慮 した上 で 自分で き
　　 め る。
（c ） 両親 や回 りの 人か ら反対 され れば、た とえ 自分 自身が結婚 した い と思 っ て
　　 い て も、そ の 相手 との 結婚 は あ き らめ る 。
（a ） 互 い の 愛情 が あれば結婚 とい う型 に と らわれず同棲で もか ま わな い 。
（b） 結婚 を約束 され て い れば同棲 もかま わな い 。
〔c） 同棲は した くない 。
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現 在結婚 を意識 して 、っ き合っ て い る人 が い ます か 。
　 （a）　Yes 　　　　（b）　No
結婚費用 など に っ い て具体的 に考えた こ とがあ りますか 。
　（a ）　Yes 　　　　（b）　No
ブ ラ イダ ル ・フ ェ ア な どに行 っ た こ とが あ りますか。
　（a ）　Yes 　　　　（b＞　No
結婚後の 生活 に つ い て具体的 に 計画 をた て た こ と が あ ります か 。
　（a ） Yes 　　　　（b） No
あなた に 過去又 は現在、御見合 い の 話 が きた と い う様 なこ とが あります か 。
　（a ＞　Yes 　　　　（b）　No
花嫁修業の 一つ と して茶道 ・生花 ・料理 etc を行 っ た こ とが ありますか。
　（a ）　Yes 　　　　（b）　No
大 学 名
学 　 年 年 齢
2． あなた が通学 して い る の は 自宅で すか 。
　　 それとも下宿で すか。
　　　（a ） 自　宅　　　〔b） 下宿又 は ア パ ー ト
3． ア ル バ イ トの経験 は有 ります か 。
　　　（a ） 現 在 して い る　　 （b＞ 以 前 して い た
4．　 あ なたは 現在、交際 して い る異性 が い ます か 。
　　　（a ）　Yes 　　　　 （b）　No
〔c ） その他
　（c ）　した こ とが な い
ア ン ケ ー ト御協 力ど うも有難 と う御座居 ま した 。
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